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1. はじめに 

現在，世界の閉鎖性水域における湖沼等で問題として多く挙げられるのが，アオコである．富栄養化した湖沼に

おけるアオコ除去は，多くの研究者や企業により検討や実験が行われてきた．しかし，これらの効率的な運用（除

去）については確立されておらず，依然としてアオコが発生しているのが現状である．一方，水質予測管理システ

ムとして，湖沼をはじめ，沿岸域，河川，海域等で水質予測が行われている．しかしながら，これらのアプリケー

ションは諸外国で開発されたものであり，国産の有用なアプリケーションは存在しない．そこで，本研究では湖沼

におけるアオコ除去の効率的な運用が確立されていないことから，アオコ発生予測が容易に受けられる水質予測管

理システムの基礎的開発を行う．また，実際に湖沼管理者や水質予測管理システムの使用者にとって、使いやすく，

かつ容易に情報提供が受けられるように、開発言語はグラフィカルユーザーインターフェイスの開発が行えるオブ

ジェクト指向型言語 C#を基本とした．なお，本研究対象フィールドは，アオコが問題となっている島根県東部に位

置する宍道湖とした．  

2. 水質予測管理システムの開発 

水質予測管理システムの全体構成(図-1)は主に①3次元湖沼生態系モデル，②データベース，の 2 つからなる．3

次元湖沼生態系モデルは，3 次元湖沼流動モデル Fantom3D
1)と生態系モデルが統合されたモデルである．また，デ

ータベースは，Web 上で公開されている観測データの格納を行う場所である．観測データの取り込みに関しては，

プログラミング言語 Perlの Web:Scraper モジュールを用いる．このモジュールは，Web 上で公開されている URLを

引数として渡すことで，HTMLデータを取得できる．Web 上で公開されている観測データは全て CSS(Cascading Style 

Sheets)のセル TD 要素として定義されており，一度 TD 要素から全てのデータを抜き出した後，データの文字・記

号の処理や整理を行いデータベースに格納する(図-2)．なお，本研究で取り扱う www サーバは，国土交通省，島

根県水産試験場，松江地方気象台の 3つである． 
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  図-1 水質予測管理システムの全体構成     図-2 自動取り込みシステムの概略図 
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3. データベースからのデータ設定 

3 次元湖沼生態系モデルは，境界条件を text ファイルで受

け渡しが可能である．境界条件は，気象庁の過去データ＋1

週間先の気象庁の全球モデルより計算された数値予報デー

タを結合したものを使用する．しかし，数値予報データは，

バイナリ形式であるためダンプが必要である．そこで，

wgrib2
2)を用いた．さらに，ダンプ後のデータから宍道湖に

該当する数値予報データを抜き取るために Fortran90 で解析

を行い，text ファイルとして出力を行う．また，本研究で構

築したデータベースより気象庁の過去データについても

text ファイルとして出力を行う．しかし，モデルの数値計算

を行うサーバと過去データの出力先は別サーバにあるため，HD（ハードディスク）をマウントする必要がある．最

後に，Fortran90 で出力した text データと過去データの結合を行い境界条件の作成を行った（図-3)． 

4. 操作支援のためのアプリケーション開発 

インターフェイスの設計において，各データ項目や機能

がバラバラに設置された画面は，ユーザーにとってわかり

にくく，使いにくいアプリケーションである．そこで，画

面を大まかに分割し，エリアごとに必要なデータや機能を

目的ごとに整理することで，直感的でわかりやすいユーザ

ーインターフェイスの設計を行った．本研究では，メイン

画面（図-4）とサブ画面（図-5）の開発を行った．メイン

画面は，3 次元湖沼生態系モデルの出力結果を 3 次元的に

（水平方向，鉛直方向）アニメーションとして表示させる

画面である．サブ画面は，本研究で構築したデータベース

にアクセスし，必要なデータを閲覧または図化できる画面

である． 

5. 結論 

本研究では宍道湖における操作支援を目的に水質予測管

理システムの開発及び運用するための研究を行った．その

結果，データ収集から操作支援のための情報提供までの一連の作業が行えたと言える．しかし，一部の作業が手動

になっているため，今後の課題として，予測計算後から情報提供までを自動で行える必要がある． 
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図-3 境界条件のファイル結合概略図 

 

図-4 メイン画面のインターフェイス 

 

図-5 サブ画面のインターフェイス 
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